
福岡平野東部「古代の糟屋」は大宰府の交通・物流拠点だった…

かつて筑前国糟屋（かすや）郡と呼ばれた福岡平野東部で進む、古代の官衙（かんが）（役所）跡の
発掘調査が注目されている。文字資料に記録された施設などの名称と、遺構や出土遺物の分析から、
この地が古代の九州を統括した大宰府の交通・物流の拠点だったことが明らかになってきた。

（白石知子）

一帯は九州大学の農場だったことから開発を免れており、２０１３年から続く町教育委員会の発掘調査
で、「コ」の字形に並んだ長辺４０メートル以上の大型建物跡、１辺４～８メートルの建物跡１５棟な
どが見つかった。前者は政務や儀式を行う政庁、後者は租税のコメなどを収める倉庫（正倉（しょうそ
う））の遺構で、飛鳥時代の７世紀後半～奈良時代の８世紀に営まれた。遺跡を横切る形で幅２１メー
トルの道路跡も確認された。

京都・妙心寺にある国宝の梵鐘（ぼんしょう）の銘文には、＜糟屋評造舂米連広国（こおりのつくりつき
しねのむらじひろくに）＞という、当時の糟屋郡トップ（評造）の名が記されている。地方行政単位の郡
は７０１年の大宝律令以前は「評」と表記されており、銘文にある鐘の鋳造年「戊戌年」は６９８年と考
えられている。

「この政庁跡で舂米連広国が政務を行っていたと考えられます」と、調査を担当する西垣彰博・社
会教育課主幹。評から郡に至る地方官衙の変遷を追うことができるとして、２０２０年に阿恵官衙
遺跡の名称で国史跡に指定された。

万葉集に登場する「夷守駅家」跡か

約７００メートル北の内橋坪見遺跡（粕屋町）では１２～１３年の発掘調査で、長辺２０メートルを
超える７世紀末～８世紀前半の大型建物跡が確認された。朱塗りの柱の存在を示す赤色顔料や大宰府式
鬼瓦の出土、また大宰府と都を結ぶ駅路（幹線道路）の推定ルートに接し、博多湾の志賀島を望む立地
から、万葉集に登場する「夷守駅家（ひなもりのうまや）」跡とみられる。

その万葉歌＜草枕旅行く君を愛（うるは）しみ副（たぐ）ひてそ来し志賀の浜辺を＞は天平２年
（７３０年）、都に戻る使者を送る宴（うたげ）が夷守駅家で催されたときに大宰府の役人が詠んだ
ものである。「君との別れが名残惜しく、志賀島を望む浜をともに歩いてきた」といった意味だ。

志賀島につながる砂州（海の中道）では漁労集落跡が発掘されており、大宰府直轄の海産物の調達先と
考えられている。内橋坪見遺跡の周辺では宴会用の食器も出土しており、松川さんは「夷守駅家は、海
産物を調達するうえでも都合のよい立地。広い意味での大宰府の境界で、送別の宴を催す場としての位
置づけだった」とみる。内橋坪見遺跡から約７００メートル北西、当時の河口に近い多々良込田遺跡
（福岡市東区）でも、鬼瓦や貿易陶磁器が出土している。西垣さんは「港湾施設としての性格が想定で
き、夷守駅家を後にした人々がここで船に乗り換え、都に向かったことも考えられる。古代の糟屋郡が、
陸海交通の要衝でもあったことがうかがえる」と話す。時代をさかのぼると、日本書紀の５２８年の記
事には、ヤマト王権に反旗を翻した筑紫君磐井（つくしのきみいわい）の子である葛子（くずこ）が
「糟屋屯倉（みやけ）」を献上したことで助命されたとある。屯倉とは倉庫や官舎を伴う王権の直轄地
をいう。糟屋の地が古墳時代から交通や物流の結節点だったことを示すもので、一連の遺跡は磐井の余
徳とみることもできそうだ。

阿恵官衙遺跡で確認された政庁跡とみられる柱跡 粕屋町立歴史資料館提供

福岡市のベッドタウンとして発展する福岡県粕屋町。須恵川右岸に南北４００メートル、東西９００
メートルにわたり広がる標高６～８メートルの微高地に、古代の糟屋郡の役所跡、阿恵（あえ）遺跡群
がある。

発掘調査で注目、役所跡・港湾施設など分析進む

トピック ３０



三内丸山遺跡（青森市）の埋設土器から縄文時代中期末葉のものとみられる

三内丸山遺跡（青森市）の本年度の発掘調査で、縄文時代中期末葉
のものとみられる埋設土器（乳幼児の墓）の中から、大人の骨片や
臼歯が見つかったことが19日、分かった。同遺跡で墓から人骨や歯
が出土するのは初めてで、全国的にも数例という。同日、三内丸山
遺跡センターで行われた発掘調査委員会の会合で報告された。
埋設土器は、Aトレンチ（調査区）から倒立した状態で見つかった。
土器下部の褐色土から臼歯や骨片が出土し、臼歯は12歳くらいのも
のと推定される。 縄文時代後期になると、遺体を土に仮埋葬して
白骨化させ、再び土器に納めて埋葬する「再葬墓」という埋葬方法
が見られる。今回の埋設土器は同時代中期末葉のものとみられ、
既に再葬墓のような埋葬の形があった可能性がある。
発掘調査委の岡田康博委員長（三内丸山遺跡センター顧問）は
「再葬墓の時期を考える上でとても貴重なもの」と評価している。中から臼歯や骨片が

見つかった埋設土器

人骨や歯、初出土「再葬墓の時期、考える上で貴重」

トピツク ２９



初の巨大前方後円墳で邪馬台国の女王・卑弥呼の墓との説もある奈良県桜井市の箸墓古墳（３世紀後半、
全長約２８０メートル）で、周濠（しゅうごう）を横断する新たな「渡り堤」の一部が出土した。
１９日、桜井市教育委員会が発表した。１９９８年に別の渡り堤が見つかっており、今回で２例目。
後の時代の巨大古墳にも複数の渡り堤が確認されており、最初期の箸墓古墳がルーツになったことが
裏付けられた形だ。周辺の土地開発に伴い、市教委が今年１月から、前方部南側の約６０平方メートルを
発掘調査した。確認された渡り堤の一部は幅２メートル、長さ6・4メートル。周濠跡の底からの高さは
１・6メートルだった。周辺で出土した土器などから、造られたのは古墳築造当初で、調査地の北側で
墳丘と接続していたと推測される。
１例目の渡り堤は東に約１５０メートル離れた後円部にあり、斜面に葺（ふ）き石が敷き詰められていたが、
今回の渡り堤に葺き石は確認されなかった。箸墓古墳は傾斜地にあり、後円部側と前方部側の高低差は
約６メートル。渡り堤には通路としての役割があると考えられてきたが、市教委は「周濠を区画して
水をまんべんなくためる堰（せき）の役割もあったと想定される」とする。後の時代の巨大前方後円墳、
渋谷向山（しぶたにむかいやま）古墳（４世紀中頃、奈良県天理市）などにも複数の渡り堤がある。
箸墓古墳に詳しい桜井市纒向（まきむく）学研究センターの寺沢薫所長は「傾斜地の巨大古墳の周濠にも
水をためていたのは、古墳が古代中国の神仙思想に基づいて造られ、仙人が住むとされた海に浮かぶ
蓬莱（ほうらい）山を模していたからだろう」と話している。 読売新聞記事より転載

読売新聞オンライン

「卑弥呼の墓」説の箸墓古墳、周濠を横断する新たな「渡り堤」の一部が出土…
「仙人が住むとされた海に浮かぶ蓬莱山を模していたからだろう

「卑弥呼の墓」との説もある箸墓古墳に築造時渡り土堤、
ー古代中国の神仙思想かー

渡り土堤

東京古田会事務局から一言
築造時期も諸説取りざたされる「箸墓古墳」記事の中身は低レベルと言わざるを得ないのでは
「周辺で出土した土器などから、造られたのは古墳築造当初」とありますが、意味不明の文章で、
どんな土器が出れば「古墳築造当初」と限定できるのかわかりません。
「古墳築造当初」は古墳が何年から何年までに造成されたことがわかっていて、土器編年がその範囲何
で造成の初期に当ることが証明されなければなりません。
古墳造成が２０年かかるとすれば「当初」というのは、造成を始めて５年くらいを指す言葉なので、
土器編年によって「５年単位の誤差で年代を明確にできなければ」ならないのでは？

トピツク ２８

https://www.yomiuri.co.jp/?from=yh
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古墳時代の大豪族・葛城氏のトップの墓とされる御所市室の前方後円墳・宮山古墳（５世紀初め）に
隣接する方墳「ネコ塚古墳」（同）で、墳丘の外側に設けられた堤（つつみ）である外堤（がいて
い）が出土し、市教育委員会が発表した。初の本格的な調査で、これまで外堤の存在は確認されてい
なかった。市教委は古墳の規模を探る貴重な資料としている。
宮山古墳は、葛城氏の始祖・葛城襲津彦（そつひこ）の墓とされる墳丘長２４５㍍の巨大な古墳。
ネコ塚古墳は大型古墳の周囲に築造される「陪塚（ばいちょう）」で、方墳の一辺の長さが７０㍍前
後と推定されてきた。葛城氏の関係者が埋葬されたと考えられているが、ほとんど発掘調査が行われ
てこなかった。
市教委は１１月中旬から墳丘の外側の２カ所計約１１０平方㍍で調査。１カ所からは北東隅にあたる
直角に近い外堤の一部が見つかり、幅は１５㍍前後と判明。また外堤の内側に巡らされていた周濠
（しゅうごう）も新たに確認され、その幅は５㍍以上だった。これらのことなどから、外堤、周濠も
含めた古墳全体では一辺１００㍍前後に及ぶ可能性があることがわかった。
もう１カ所からも外堤や周濠が出土。２カ所から外堤を保護していたとみられる多数の葺石（ふきい
し）や埴輪片（はにわへん）も見つかった。
市教委文化財課の和田一希（かずき）技術職員は「宮山古墳と一体となった保存と活用、整備を一層
進めたい」と話している。

良好な状態で見つかつた堤の葺石、
右側のくぼみが周濠の底部

出土した周濠と葺石、右後方の
小山がネコ塚古墳左奥が宮山古墳

ネコ塚古墳と宮山古墳

御所市教委 ネコ塚古墳に堀や堤、

「葛城氏の栄華をしのぶ貴重な資料」

トピツク ２７



天武天皇の飛鳥浄御原宮、

大型の正殿跡や石敷き通路出土天皇の儀式の場ほうふつ

トピツク ２６

奈良県明日香村の飛鳥宮跡で、飛鳥時代の673年に天武天皇が即位した「飛鳥浄御原宮（あすかきよみは
らのみや）」の主要施設「南区画・正殿（せいでん）跡」が東西20メートル、南北11メートルの大型だっ
たことが分かり、県立橿原考古学研究所が5日発表した。天皇が出御（しゅつぎょ）する際の石敷きの通
路や、臣下が儀式の際に控えたとみられる砂利敷き広場も確認され、宮殿中枢の構造を知る上で重要な資
料となった。
飛鳥浄御原宮は天武天皇の妻、持統天皇が694年に藤原京（同県橿原市一帯）に遷都するまでの首都。
中心部分は内郭（ないかく）と呼ばれ、南北約200メートル、東西約150メートルにわたって塀で囲れ、
天皇の私的空間の「北区画」と、今回調査された南区画に分かれている。
南区画の正殿跡は昭和54年に西半分を発掘。建物を囲む通路状の石敷きや砂利敷き広場の一部が出土した。
今回は東半分を調査し、整然と並ぶ柱穴が確認され正殿の規模が確定した。
通路状の石敷き（幅約2メートル）は、30センチ大の平石（ひらいし）を内側だけ1段高くして格式を高め
た構造と判明。さらに、北区画に延びる通路部分は幅2・9メートルと広く、北区画にいた天皇が南区画の
正殿に渡る際に使われた可能性が高まった。
日本書紀には「天武天皇が儀式に際して大安殿（おおあんどの）におでましになった」との記述が複数あ
り、今回の正殿に相当するとの説が強い。また、内郭の南東にある大型建物「エビノコ大殿」は大規模な
儀式が行われた「大極殿」とされている。
清水昭博・帝塚山大教授（考古学）の話
「昭和54年以来の調査で、天皇が関わる公的施設であることが明確になった意義は大きい。臣下が控えた
砂利敷き広場に対して、正殿北側の通路は大きな平石が用いられ、天皇と臣下では石の使い方にいたるま
で区別したことが分かる」



トピツク ２５

一度に３面の小型鏡を製作、量産用鋳型が出土…

福岡・「奴国」王都の須玖遺跡群で全国初の確認

福岡県春日市は１５日、魏志倭人伝が伝える「 奴国 」の王都・ 須玖すぐ 遺跡群で 、
一度に３面の小型鏡を作れる石製の鋳型の破片が出土したと発表した。小型鏡が普及した弥生
時代後期（１～２世紀）頃のものとみられ、市は量産用の鋳型の確認は全国で初としている。
発表によると、鋳型は小学校の運動場になっている須玖坂本Ｂ遺跡で出土した。約９センチ
四方、厚さ約４センチの板状で、縁の内側に細かな斜線が引かれた直径４センチほどの鏡の型
が３点（２点は部分）刻まれていた。３点は溝でつながり、溶かした青銅を鋳型に流すと同時
に製作できる構造。裏側の面には直径約７センチの鏡の型が１点彫られていた。

鋳型を調査した田尻義了・九州大教授（考古学）は「弥生時代の鏡の鋳型は１３点確認されてい
るが、一度に複数枚作れる鋳型は今回が初めて。他地域に供給するために大量生産していたと考
えられる」としている。須玖遺跡群は福岡平野南部の大規模遺跡群。前漢鏡など卓越した副葬品
を持つ王墓、豪華な銅剣、銅矛などが出土し、瀬戸内海沿岸や朝鮮半島まで青銅器が供給される
全国屈指の生産拠点だった。

西谷正・九州大名誉教授（東アジア考古学）は「鏡の大量生産には高い技術力が必要。当時の
先進技術地だったことを改めて示す発見だ」と話している。

３Ｄプリンターで復元した３面の鏡
＝春日市提供＝

須玖遺跡群で出土した、一度に３面の
青銅鏡を作れる石製の鋳型

＝春日市提供＝



＜トピツク ２４＞

国内最大 紀元前後の中国虺龍文鏡
きりゅうもんきょう

国内最大の蛇行剣などが出土した奈良市の富雄丸山古墳（4世紀後半、円墳）から２０２４年にみつかった
銅鏡３枚のうち１枚が、前漢ー新の時代に中国で製作された大型の「虺龍文鏡」（紀元前１世紀末～後１
世紀初頭）と判明し、奈良市教育委員会などが、発表した。直径19.1cmと国内で確認された虺龍文鏡４０
枚のうち最大。製作から副葬までに最大約４００年が経過した可能性がある

奈良 副葬品 異なる時代 複雑な流通過程か？
市教委によると、逆S字形の文様が特徴で龍や虎も表現されている。重さ844kg。大型の虺龍文鏡はウズベ
キスタンやロシア南西部でも出土、市教委は「古代ユーラシアで交易交流がなされたことを示す」と説明
した。残る2枚は後漢代の「画像鏡」（2世紀末～３世紀前半）と、魏代の「三角縁神獣鏡」（3世紀中頃）
これまでの調査で出土した盾形銅鏡（4世紀後半）を含め、異なる時代の鏡が副葬されていたことになり
市教委は「複雑な流通過程があったのではないか。鏡の製作や流通、保有の実態を研究する上で重要」とし
た。市教委によると、通常国内で見つかる虺龍文鏡は10cm程度で、これまでの最大で、弥生時代の伊都国
の王墓とされる平原遺跡（福岡県糸島市）の約16.5cm。他の２枚も20cm前後の大型鏡。三角縁神獣鏡は、
大王墓とされる桜井茶臼山古墳（奈良県桜井市）などで出土のものと同じ鋳型で作られた同笵鏡。
三角縁鏡と画像鏡にはそれぞれ銘文があった。3枚は富雄丸山古墳の中心埋葬部である墳頂ではなく、墳丘
裾の造り出し部にあった未盗掘の木棺から24年にみつかった。市教委は棺の被葬者を「倭王権に高く評価
されていた人物」と推定した。 2025年8月１日の東京新聞より転記
古田氏の九州王朝説で考えれば平原遺跡で出土してると同時期の物が何らかの手だてで奈良へ移動では？

出土品の「蛇行剣」については当会ホームページ【トピツク】蘭にて紹介しております。

19.1cm

奈良・富雄丸山古墳出土の鏡の初公開



★★★ナスカ地上絵、新たに248点発見★★★

大阪万博会場：ペルー館で山形大が会見、小道沿いにテーマごと配置

南米ペルーと山形大は28日、開催中の大阪・関西万博会場のペルー館で共同記者会見を開き、同国の世界遺産
「ナスカの地上絵」を新たに248点発見したと発表した。
モチーフは神官やリャマなどさまざまで、小道沿いに「家畜」をはじめとした特定のテーマごとに配置されてい
た。地上絵は単なる芸術ではなく、人々の信仰や記憶の継承と結びついた文化的な意味合いがあったとの考察を
示した。 同大ナスカ研究所の森岡卓司人文社会科学部長が研究概要を、副所長でナスカ研究の第一人者である
坂井正人教授が研究成果をそれぞれ発表した。
同大はＩＢＭ研究所（米国）とナスカの地上絵に関する共同研究を進めている。これまでにナスカ台地全域の

航空写真を人工知能（ＡＩ）で分析し、千カ所超の地上絵の候補地を抽出した。今回はナスカ台地に現存する無
数の小道周辺を対象に、2023～24年に現地調査を行い、地上絵かどうか確認した。
今回見つかった248点の内訳は人間41点、斬首の場面31点、リャマ21点、幾何学図形81点など。全長平均は
9メートルほどだという。このうち、人間や動物など具象的な絵は160点で、地上からでも全体像が分かる大き
さだった。
小道は、地上絵が描かれた約2千年前に人々の足跡によってできたとされる。ある小道沿いには、斬首の場面や
首を手に持つ人物が繰り返し描かれ、「人身供犠」がテーマと分かった。別の小道ではリャマのみが描かれるな
ど、小道ごとに特定のモチーフが選択的に表現されていた。 会見で坂井教授は「それぞれの絵が意味を持ち、
全体として物語やメッセージを伝えるように構成されていた可能性が高い」と説明。「どのような意図で描かれ
たのか読み解くための重要な手がかりになる」と述べた。今後、ＡＩを活用し、小道ごとのモチーフの配置など
を分析する。地上絵候補のうち、500点以上が未調査のため、現地調査も続ける。
ペルー館では、会期末の10月13日までナスカ文化展を開催しており、新たな地上絵のパネル展などを行っている

新たに発見された地上絵の一部を下記に掲示しました。
記事は山形新聞から転記・写真 山形大学提供

キツネ＆トウモロコシ杖と首級を持った神官

＜トピック ２３＞
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縄文土器の網の構造を復元、X線CTで表面や内部の「圧痕」を撮影！
…使えなくなった網の再利用が明らかに

≪トピック２２≫

熊本大の小畑弘己名誉教授（考古学）らは、縄文土器の表面や内部に残る網の圧痕をX線
CTで撮影し、網の構造を復元することに成功したと発表した。結び目の形や目の大きさが
分かったことで、これまで判然としなかった用途が絞れ、土器製作に再利用されていたこ
とも明らかになった。
縄文時代は狩猟、採集とともに漁労が重要な食料調達手段で、網に付ける土製や石製のお
もり（錘）が各地の縄文遺跡で出土している。ただ、網自体は有機物の植物繊維で作られ
たとみられ、分解されほぼ残っておらず、構造は分かっていなかった。小畑名誉教授らは、
胎土中に繊維質を含むことで知られる北海道の「静内中野式土器」（約6000年前）24点を
X線CTで撮影した。この土器を巡っては、ひも状の粘土を積み重ねながら作る際、形が崩
れないようにするため、ひも状の粘土に芯材を入れていたことが想定されていた。今回、
土器内の空洞が詳細に捉えられ、より糸が一つの結び目に集まり、それが連続するという
網の構造が読み取れ、芯材に網を再利用していたことが具体的に分かった。結びが固く、
網目が比較的大きいことから、元々は漁労用だった可能性が考えられるという。
これとは別に、表面に網目のある九州中南部などの「組織痕土器」（約3200～2800年前）
80点を型取りしてレプリカも作製し、構造を分析した。このうち網目が6・5ミリ未満の目
が細かい網は結びが緩く、漁網とは異なる結び方だったことから、袋など別用途の製品
だったとみられる。土器の型と土器粘土の間に敷いて、型離れをよくする離型材として再
利用されたと考えられる。小畑名誉教授は「使えなくなった網を再利用する行為は、縄文
時代のSDGsだ」と指摘する。網の実物が残っていなくても、圧痕から構造を復元できた意
義は大きい。「今まで見えなかったもの、知らなかったことが土器の中にまだ隠されてい
る。植物利用の歴史が一層明らかになる可能性が高い」と語る。論文は英国の考古科学雑
誌のサイトに公開された。 読売新聞デジタル若林圭輔氏 記事転用

復元された網の結び目の図＝小畑名誉教授提供

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%B0%8F%E7%95%91%E5%BC%98%E5%B7%B1&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_5868358425ef12bfa456bfe9b7c6012f1bb30048
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E7%B8%84%E6%96%87%E6%99%82%E4%BB%A3&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_5868358425ef12bfa456bfe9b7c6012f1bb30048
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E7%8B%A9%E7%8C%9F&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_5868358425ef12bfa456bfe9b7c6012f1bb30048
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%AC%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%AB&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_5868358425ef12bfa456bfe9b7c6012f1bb30048
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=SDGs&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_5868358425ef12bfa456bfe9b7c6012f1bb30048


冠遺跡で4万2300年前の石器群出土 人類の日本到達時期に一石か

広島県廿日市（はつかいち）市にある冠（かんむり）遺跡の発掘調査で出土した石器群が、
放射性炭素（C14）年代測定で4万2300年前のものであることが判明した。これらの石器群
には、中国などで出土した中期旧石器時代の石器と同じ特徴がある。国内では3万8000年
前以降の後期旧石器時代の遺跡と石器が多数見つかっており、この時期に日本列島に人類
が到来したという説が有力だが、今回の成果はこの通説の見直しにつながる可能性がある。
筑波大で25日にあった日本考古学協会の研究発表会で、調査を担当した奈良文化財研究所
の国武貞克主任研究員が報告した。 冠遺跡は廿日市市北西部の冠山に近い標高約800
メートルの場所にあり、これまで後期旧石器時代の特徴的な石器とされる大型石刃などが
地表で採取されていた。国武氏らの調査チームは2023年9月と24年9月、地中の大型石刃を
確認することなどを目的に発掘調査した。 その結果、5カ所設けた調査用の溝（トレン
チ）のうち東西約10メートル、南北約3メートルのトレンチで、地表から近い順にⅢ層、
Ⅴ層上部、Ⅴ層中部、Ⅴ層下部、Ⅵ層の各層で多数の石器が出土。製作時に出たとみられ
る破片もあった。石器と同じ地層で見つかった炭化物を採取し、有機物の中にあったC14
が時間経過とともに一定割合で減少する特徴を利用したC14年代測定を実施。Ⅲ層は2万
8200年前、Ⅴ層上部は3万2200年前、Ⅴ層中部は3万6000年前、Ⅵ層は4万2300年前の石器
だと確認した。Ⅴ層下部では測定できる炭化物が得られなかった。また、Ⅲ層とⅤ層上部
の間で南九州で3万年前に起きた噴火の火山灰を確認した。 Ⅲ層～Ⅴ層中部の石器には
後期旧石器時代の特徴があった。一方、Ⅴ層下部とⅥ層では後期的な石器は見つからず、
中国など東アジアの中期旧石器時代の遺跡から出土する先端をとがらせた尖頭器（せんと
うき）や、幅の広い直線的な刃を持つクリーバーと呼ばれる石器などを発見した。こうし
た状況から国武氏らはⅤ層下部とⅥ層の石器は、中期旧石器時代の石器群の可能性がある
とみている。 00年に民間研究所の副理事長が、自ら埋めた石器を前期や中期の石器だ
と偽装した「旧石器発掘捏造（ねつぞう）事件」が発覚して以降、研究者の多くは日本の
前期・中期旧石器時代の遺跡を認めることに慎重な姿勢を示している。事件発覚後も中期
の石器発見が発表されているが、支持を集められていない。 学界で広く認められてい
る最古の旧石器時代の遺跡は、石器が層ごとにまとまって出土し、科学的な年代測定がさ
れていることなどが評価された石の本遺跡（熊本市、3万7500年前）や井出丸山遺跡（静
岡県沼津市、3万7400年前）などで、いずれも後期旧石器時代初頭と位置付けられている。
国武氏は「中期旧石器時代を検討するために必要な石器と層位、年代値の確かな石器群を、
旧石器の捏造発覚後、初めて明らかにできた」と意義づけている。 日本列島に大陸か
ら人類が渡ってきた年代は、考古学での成果を踏まえ、後期旧石器時代の始まりと同時期
の約3万8000年前とする説が有力だが、冠遺跡の調査結果は、人類史を見直すきっかけに
なる可能性がある。 国武氏の調査チームは今後、発掘調査の範囲を広げるとともに、
年代の特定を厳密に行うため、地中の石英などの鉱物が自然界の放射線で被ばくした量を
測定する「光ルミネッセンス年代測定」の実施や、火山ごとに異なる火山灰の分析を行う
という。また、4万1000年前に地球で起きた地磁気の逆転の痕跡がどの層位で見つかるか
を調べる。 毎日新聞・高島博之氏の記事より

≪トピック２１≫

ー日本列島に人類が移り住んだのはの３万８０００年説が有力とされているが・・・ー

冠遺跡の「Ⅵ層」から出土
した４万２３００年前の
石器。形状などの特徴が
中国などの東アジアで見つ
かった中期旧石器と似てい
るという
奈良市で、
高島博之氏撮影
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挂甲の武人 国宝指定50周年記念
特別展「はにわ」

埴輪とは、王の墓である古墳に立て並べられた素焼きの造形です。その始まりは、今から1750年ほど前にさ
かのぼります。古墳時代の350年間、時代や地域ごとに個性豊かな埴輪が作られ、王をとりまく人々や当時
の生活の様子を今に伝えています。なかでも、国宝「埴輪挂甲の武人」は最高傑作といえる作品です。この
埴輪が国宝に指定されてから50周年を迎えることを記念し、全国各地から約120件の選りすぐりの至宝が空
前の規模で集結します。素朴で“ユルい”人物や愛らしい動物から、精巧な武具や家にいたるまで、埴輪の魅

力が満載の展覧会です。東京国立博物館では約半世紀ぶりに開催される埴輪展にどうぞご期待ください。

＜トピツク １１＞

２メートルを超える巨大円筒埴輪に、愛らしい動物埴輪。
東京国立博物館（台東区）の特別展「はにわ」では、東北から九州まで各地の古墳で出土した３～６世紀の
埴輪など約１３０件を展示する。
注目されるのは、鉄製の甲冑姿の武人を模した「挂甲の武人」。同館所蔵の国宝の埴輪に加え、同じ工房で
制作されたと考えられる多館所蔵の４体も加え、計５体が一堂にそろった初めての機会となる。５体はいず
れも６世紀に作られ、群馬県で出土した。当時、王権の中心地だった近畿地方（注・？）では埴輪生産がが
衰退したが、東日本の埴輪生産は続いていた。同館の河野正訓主任研究員は「近畿の埴輪の影響が及ばない
関東で、独自の埴輪文化が発達した」と説明する。関東で馬の飼育が盛んとなった時期と重なり、馬を乗り
こなした武人がモデルとなった可能性もある。「挂甲の武人」と並ぶ目玉が、埼玉県の古墳で出土した同館
所蔵の２体の「踊る人々」。ひび割れなど劣化が目立っていたが、今年３月に修理が完了した。この埴輪を
巡っては、近年、新たな説が注目されている。独特の手の動きは踊りを意味するのではなく、片手を上げて
馬をひいている姿ではないかという説だ。１体の腰には鎌がさげられており、馬の飼い葉を刈るために用い
られた道具とする説も出ている。同展ではほかにも、王の魂を運ぶ船形埴輪や、夜明けを告げる鶏形埴輪な
ど、近年の研究い基づいた埴輪の意味や役割を紹介している。河野主任研究員は「多彩な埴輪の魅力を通じ、
古墳時代の最先端の研究を知ってもらえたら」と話す。（注・？は事務局）

重要文化財円筒埴輪
奈良県桜井市メスリ山古墳出土 古墳時代・4世紀
奈良県立橿原考古学研究所附属博物館蔵日本最大の埴輪。メスリ山古墳では、後円部中央の
竪穴式石室を取り囲むように多数の巨大な円筒埴輪がたてられました。この円筒埴輪はその
うち最大のものです。2メートルを上回るその高さ、大きさもさることながら、2センチメー

トルほどしかない薄さにも注目です。

家形埴輪
大阪府高槻市今城塚古墳出土 古墳時代・6世紀
大阪・高槻市立今城塚古代歴史館蔵
3つのパーツを組合せてつくられた巨大な家形埴輪で、屋根の上部と床下の高床部分が別づ
くりになっています。屋根の上には現代の神社建築にも通じる千木（ちぎ）と鰹木（かつ
おぎ）がのせられており、大王にふさわしい建物であることがわかります。

鹿形埴輪馬形埴輪
挂甲の武人
（彩色復元）

埴輪踊る人々
埼玉県熊谷市野原古墳出土 古墳時代・6世紀
東京国立博物館蔵
埴輪といえばこれ！と思われる方も多いですが、実は時代が新しく、表現の省略が進
んだ姿です。その反面、埴輪がもつ独特な「ゆるさ」を象徴する存在でもあります。
王のマツリに際して踊る姿であるとする説のほかに、近年は片手を挙げて馬の手綱
（たづな）を曳（ひ）く姿であるとする説も有力です。

重要文化財
埴輪天冠をつけた男子



現代日本人のルーツのイメージ。弥生時代に渡来人と縄文人が混血し、現代日本人に至る祖先集団が誕生した©大橋順教授

「古墳時代に完成」の新説否定
一方、日本人の起源については「現代日本人の完成は、弥生時代ではなく古墳時代まで待たねばなら

なかった」とする新説が最近登場した（https://doi.org/10.1126/sciadv.abh2419 ）。ゲノム解析
から、弥生時代の渡来人は北東アジア系、古墳時代の渡来人は東アジア系であるとする「三重構造モデ
ル」が提唱され、話題になった。
ただ今回の結果は、新説を否定する。どちらも弥生人の人骨のゲノムを分析したのに、なぜ結果が異

なるのか。
大橋さんは「新説で分析した人骨は、弥生人の代表として扱うのに問題があった」と指摘する。
というのも、弥生人と言っても人骨の特徴から「縄文系弥生人」と「渡来系弥生人」に分けられる。

渡来人との混血の具合は、時期や地域によってばらつきがあるためだ。
先行研究が調べた人骨は縄文系弥生人で、さらにゲノムの情報量も少なかったという。「渡来人のル

ーツを探るには、混血が進んだ渡来系弥生人のゲノム解析が必要だった」と大橋さんは語る。
今回分析したのは、渡来系弥生人の人骨で、精度も十分。残念ながら、新説は幻だったようだ。

日本人の遺伝子「8割が渡来人」の謎
ただ日本人のルーツの謎は終わっていない。大橋さんが首をかしげるのは、核ゲノムの比率だ。
現代日本人の核ゲノムの成分は、東アジア系と北東アジア系だけで8割超を占め、土着の縄文系は

1割強しかない。今回調べた弥生人もほぼ似た比率だった。
「なぜこの比率になるのか、実は何もわかっていない。渡来人が大挙して来たとしても、これほど大

きな差がうまれるだろうか。とても不思議です」
大橋さんによると、日本にやって来た渡来人が縄文人をたくさん殺したという可能性は否定できるら

しい。
男性のもつY染色体で、現代日本人男性の4割近くに縄文人特有の型が残っていることが判明しており

、縄文人が大量に殺されたとは考えにくいという。
「渡来人が来た時に、縄文人集団が少なかったのだろうか。日本人のルーツの謎を今後、明らかにし

ていきたい」と大橋さんは話している。 朝日デジタルニュースより転記

写真・図版

写真・図版

日本人の祖先誕生はやはり弥生時代？
ゲノム分析、渡来人ルーツ解明

トピック １０

現代日本人に至る祖先集団は、弥生時代に朝鮮半島から来た渡来人が縄文人と混血して誕生した――。
東京大などの研究グループが15日、弥生人のゲノム解析の結果を専門誌に発表した
（https://doi.org/10.1038/s10038-024-01295-w 日本人の起源については、現代日本人の祖先集団
が誕生するのは「古墳時代まで待たなければならなかった」との新説が3年前に登場したが、それを否定
する形となる。
•日本人の祖先は「港川人」？ 旧石器時代、DNAで解析
現代日本人の核ゲノムの成分は、縄文人に由来する「縄文系」に加え、大陸に由来する「東アジア系

」と「北東アジア系」の三つに大別される。日本人の完成に関わった渡来人のルーツについてはよく分
かっていなかった。

土井ケ浜遺跡から出土した約2300年前の弥生人の人骨©土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム

分析した約2300年前の弥生人の頭蓋骨（ずがいこつ）©土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム

従来の「二重構造モデル」を支持
東大の大橋順教授（集団ゲノム学）らは、山口県・土井ケ浜遺跡で見つかった約2300年前の弥生人

人骨（大人の女性）の全ゲノム配列を解析し、すでに解読済みの縄文人、古墳人などと比較した。
すると、弥生人は現代日本人と同様、「縄文系+東アジア系+北東アジア系」の三つのゲノム成分を持

っていた。遺伝的な特徴は古墳人に最も近く、次いで現代日本人、古代韓国人、現代韓国人の順に近縁
だった。この結果は、すでに弥生時代に、東アジア系と北東アジア系のゲノム成分をあわせ持つ渡来人
が縄文人と混血し、現代日本人の祖先となったという従来説の「二重構造モデル」を支持する。

https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20241022002886.html
https://doi.org/10.1126/sciadv.abh2419
https://www.asahi.com/topics/word/%E9%81%BA%E4%BC%9D%E5%AD%90.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%9F%93%E8%89%B2%E4%BD%93.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20241022002888.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20241022002887.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%BC%A5%E7%94%9F%E6%99%82%E4%BB%A3.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%B8%84%E6%96%87%E4%BA%BA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%BC%A5%E7%94%9F%E4%BA%BA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%8F%A4%E5%A2%B3%E6%99%82%E4%BB%A3.html
https://www.asahi.com/articles/ASP6F4FX4P6BULBJ016.html?iref=pc_extlink
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%8C%97%E6%9D%B1%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20241022002889.html
https://digital.asahi.com/articles/photo/AS20241022002888.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E4%BA%8C%E9%87%8D%E6%A7%8B%E9%80%A0%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB.html
http://www.asahi.com/area/yamaguchi/


奈良市雑司町の東大寺は19日、講堂・三面僧坊跡の発掘調査で、僧侶が生活し
た僧坊の礎石12基を検出したと発表した。文献に記録が残る平安時代と戦国時
代の計3回の火災痕跡も確認。2回の再建時には奈良時代の創建時とほぼ同じ場
所で建て直していたことも分かった。同寺は「僧坊としては大きな礎石で大規

模な建物だったことが分かる」としている。

講堂・三面僧坊は大仏殿の北側に位置し、三面僧坊は講堂の北東西の三方を
「コ」字形に囲むように建っていた。

同寺は2022年度から、川による浸食で礎石が露出していた僧坊の遺構を保護
するため護岸工事を実施。24年度の工事前の調査として、同寺と奈良文化財研
究所、県立橿原考古学研究所でつくる発掘調査団が、講堂東側の僧坊推定地、

川の延長約90メートル分を調査した。

その結果、東西11・7メートル分の礎石5基と、南北30・6メートル分の礎石7
基を確認した。礎石上面に円形に造り出した「柱座」の直径は約90センチあり、
その上に建っていた柱は直径60センチほどあったと推定できるという。

礎石の周囲では、焼土や炭が堆積した3回の火災痕跡が見つかった。文献に記
録がある、平安時代の917(延喜17)年と、平重衡(しげひら)の南都焼き討ちが
あった1180(治承4)年、戦国時代の1508(永正5)年の火災跡と考えられる。

礎石は場所を動かした痕跡がなく、延喜と治承の火災後の再建はどちらも創
建時と同じ場所を踏襲していた。

3度焼け落ちた「国家の寺」東大寺の巨大僧坊
研究者も驚く発掘成果

円形の柱座が刻まれた礎石
焼けた柱の痕跡が残っていた。検出された三面坊僧の礎石



トピツク ５ 地面に槍埋めマンモス狩り

ー米先住民石器 使用法に新説ー

最終氷期末に北米に住んでいた人々はマンモスなどの大型動物の狩りをするのに、

槍を投げつけるのではなく、地面に立てて使っていたのではなっかとする新たな説
を、米カリフォルニア大してくる学の研究チームが米科学誌『プロス・ワン』
（８月２１日付）に発表しました。アメリカ先住民がつくった独特の石器の使用法
に新たな光をあてるもとして注目されています。現在のアメリカを中心に北米の
１万３０００年前以降の遺跡からは、先端が鋭く尖った石器が見つかっています。
最初に見つかった遺跡の地名からクロービス尖頭器と呼ばれ、槍先として使われた
と考えられています。しかし、その槍の使用方法をめぐっては、獲物から離れたと
ころから投げたとか、周りを取り囲んで刺したとか、いろいろ提案されていますが、
はっきりしていません。
研究チームは槍先を斜め上に向けて地面に槍を埋め込み、そこに大型動物を追い込
んで、突進してくる勢いで獲物に槍が刺さるようにしていたのではないかと考え、
実験。クロービス尖頭器を付けた槍を模した道具や、大型動物を模した物体を使っ
てためしたところ、尖頭器が刺さった後、柄から外れて奥深くまで到達し、マンモ
スや野牛などの獲物にも深刻な傷を負わせられることがわかりました。
スコット・バイラム博士は「投げるにしても、刺すにしても、人間の腕で生み出せ
るエネルギーは、突進してくる動物が生み出すエネルギーとは桁違いだ」と指摘。
離れたところから投げたり、周りを取り囲んで刺したりする場合は、それを行う人
間にも危険が伴うとして、「（槍を地面に埋め込むやり方は）使用者を守るために
も役立った。」と強調しています。

クロービス尖頭器
先端が鋭く尖っている一方、下部には柄
をつけるためのくぼみがつくられている。

獲物の大小の違いはあるが日本の縄文時代「落とし穴」狩猟が同じ？



 

トピツク４     最古のカレンダーか 彗星衝突の記録？ 

トルコ南部にある１万２０００年前ごろにつくられたとされる遺跡の石柱に刻まれた図形を調べ

た結果、最古のカレンダーである可能性が高いことがわかったと、英エディンバラ大学が８月６日、

発表しました。カレンダーは、１万３０００年前に起こったとされる彗星衝突を記録するために作

成された可能性があるといいます。この遺跡は、巨大な石柱がいくつも立ち並んでいることで知ら

れる「ギョベクリ・テペ」。同大のマーティン・スウェットマン博士は石柱に刻まれたV字形の模

様を詳しく調べた結果、V 字形の一つひとつが１日を表している可能性があることに気づきまし

た。Ｖ字形は多数あり、月と太陽の周期が両方示されていることから、それらは月の満ち欠けと太

陽の位置にもとづいた太陰太陽暦を示していると考えられことがわかったといいます。実際に太陰

太陽暦だとしたらこれまで知られている最も古いものより数千年古いことになります。 

ギョベグリ・テぺがつくられる約１０００年前には彗星の破片が地球に衝突したとする説がありま

す。それによれば、地球は１０００年以上にわたって小氷河期となり、多くの大型動物が絶滅した

ほか、人間の生活にも大きな変化をもたらしたとされています。遺跡の別の石柱には、彗星がもた

らした流星群とみられるものが描かれています。スウェットマン博士は「ギョベクリ･ﾃﾞぺの住民

は空を熱心に観察していたようだ。彼らの世界が彗星の衝突で壊滅状態にあったことを考えれば当

然のことだ」と説明しています。 



トピック 3 

縄文時代の生活変化解明 金沢大学など 

海底火山の噴火で種子島２００年無人 

金沢大学などのチームは、縄文時代に当たる約７３００年前、鹿児島県・薩摩半島沖の 

海底火山で発生した超巨大噴火「鬼界アコホヤ噴火」の降灰などにより同県の種子島で 

約２００年間無人となった後、生活様式を変えながら再び居住が始まったことを土器など

の分析で明らかにした。６月、世界の優秀な考古学論文に贈られる「「ベン・カーレン賞」を

受賞した。 

鬼界アカホヤ噴火は過去３万年で地球

最大の破局噴火で、直径２０キロに及ぶ

海底カルデラが生まれた。東アジアの広

範囲が火山灰などで覆われ火砕流の一

部が海面を渡り、多くの人や動植物が死

滅し、九州南部の縄文文化が壊滅する被

害を与えたとされる。 

チームは２０２１年～２２年、調査を実

施。土器に残された脂から食物を復元する「土器脂質分析」など最新技術を用いて噴火の影

響を調べた結果、島に灰が積もり約２００年間無人の期間があったことが判明。動物が死に

絶えたことから生活様式が狩猟中心から植物の根などを食べるように変化し、それが２千

年ほど続いたことも分かった。 

研究にはスエーデンの大学や九州大学などが参加。金沢大の内山純蔵客員教授（環境考古学） 

は「研究が、人類が存続するための手がかりにつながれば」としている。 

２０２４/６/１８ 東京新聞より 

事務局追記 

縄文人が２００年間住めなくなった地に再び生活様式を変え復活した事実が究明されれば 

今年１月の能登半島地震や急速な地球温暖化に伴う異常気象、パンデミックなど、巨大災害

に見舞われるようになった現代社会がどのように生き延び、持続性の高い社会に転換してい

くべきか、多くを学ぶことができると期待されます。 

「ベン・カーレン賞」とは 

英国の考古学専門誌 「Antiquity（アンティクイテイ）」が毎年、全世界の考古学への 

“抜きん出た貢献”を認められた優秀な研究論文に対して与えられる賞。 

ちなみに内山教授グループが日本人では初めての受賞です。 

 

「 国際縄文学協会｜土器・土偶・勾玉など縄文時代の考古学団体「 (jomon.or.jp) 

https://www.jomon.or.jp/archives/12.php


トピツク１  ゲノム解析 「縄文人と弥生人」説に疑問 

日本人の祖先 3系統か？ 

2023年 7月の東京古田会の月例会で安彦氏が篠田謙一薯『古代人のゲノムは語る』を読む 

の発表で取り上げていた日本人の「ゲノム」について篠田説の後追いの感はあるが下記の 

記事が目についたので紹介いたします。 

 現代の日本人約 3200人分のゲノム（全国異伝情報）の分析から、日本人の祖先は 

三つの系統に分けられる可能性が高いことが分かったと、理研化学研究所などのチームが 

４月 17日付の米科学誌に発表した。従来唱えられてきた「日本人の祖先は縄文人と弥生人

の 2系統」という仮説に疑問を投げかける内容。 

従来の説では、狩猟民族である縄文人と弥生時代に大陸から移住した渡来人が混血したと

される。一方で、日本人の祖先は 3系統であると示唆する研究はこれまでもあったが、遺跡

から出土した人骨のゲノムが少なかった。今回、現代人のゲノムで大規模な解析ができたこ

とで「3系統説」がより確からしくなった。 

チームは、多くの人の血液や遺伝情報を集めて保存している「バイオバンク・ジャパン」の 

データを活用。北海道、東北、関東、中部、九州、沖縄の医療機関に登録された日本人    

約 3200人分のゲノムの特徴を分析した。 

その結果、下表のように日本人の祖先は主に、沖縄に多い「縄文系」、関西に多い、古代中

国の黄河周辺にいた漢民族に近い、「関西系」、東北に多く、さまざまな要素が混ざっていて

詳しい由来分からない「東北系」の三つに分けられると分かった。 

日本人の祖先を巡る仮説 

従来説 

（2系統） 

 今回の研究（3系統） 

理化学研究所などのチームの説明による 

・縄文人  ・縄文系  沖縄に多い。2番目は東北 

  ・関西系  関西に多い。古代中国の漢民族に近い 

・弥生人  ・東北系  東北に多い。詳しい由来は不明。「蝦夷」とも関連か 

縄文系の遺伝情報の割合は沖縄に次いで東北で多かった。一方、関西では最も低かった。 

東北系は、沖縄・宮古島の古代日本人や 4～5世紀頃の朝鮮半島の人に近い。かつて東北に

住んでいた「蝦夷」と呼ばれる人々とも関連している可能性があるという。 

理研の劉暁渓 上級研究員は「東北の言葉は、地理的に離れた島根県の出雲地域の言語と似

ていると言われる。今後の解析で、朝鮮半島や大陸に近い出雲と東北の関係が見え、東北系

の由来が分かったら面白い」と話す。    2024年 4月 18日 東京新聞より 

※東京古田会では「ゲノム」の勉強会を開催すべく準備をしております。乞う期待❣ 
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トピツク２ 

国宝級の副葬品を次々と発見！ 奈良「富雄丸山古墳」は誰の墓なのか？ 

2023 年 8 月 度 月例会で 

 東海古代研究会の畑田寿一氏の研究発表で奈良富雄丸古墳で出土した 「蛇行剣」につい

ての発表がありました。（全国では 70 例位出土）  

蛇行剣は長さ 237 センチで、古墳から出土した鉄剣では国内最大。当時の生産技術の高さ

を示す極めて重要な発見となった。蛇行剣の出土が多くなるのは５世紀からです。 

「富雄丸山古墳が造られたのは４世紀の後半です。それよりも約 50年早いということは、

おそらく日本で一番古い蛇行剣のひとつでしょう」 

その後の発掘調査で今までに見られないものが出土している。今年 3 月には〝卑弥呼の鏡

〟といわれる「三角縁神獣鏡」と思われるものも見つかった。 

ここには誰が埋葬されているのか。そして、これらの副葬品は何を意味するのか、富雄丸

山古墳 直径 109 メートルで国内最大の円墳。ヤマト王権の中心地・奈良盆地の北部と５

世紀に台頭する大阪・河内の中間に位置し、被葬者は奈良と河内勢力を仲介した有力者とも

いわれる。墳丘の「造り出し」の木棺の上からは、蛇行剣と鼉龍文（だりゅうもん）盾形銅

鏡（長さ 6４センチ、最大幅３１センチ）が出土。木棺内からは青銅鏡３枚と漆塗りの竪櫛

（たてぐし）も見つかった。蛇行剣と鼉龍文（だりゅうもん）盾形銅鑑は 2022 年 12 月 9 日

の日に取り上げられ保存作業に入りました。 

これらの出土品のすべてが謎となっている、「空白の 4世紀」とか「謎の 4世紀」と呼ばれ

ている時代を現在のヤマト主導型歴史観では説明できず、地方に跨る複数の勢力の存在が

考えられるかを考査する良い機会ではと畑田氏は説いた。 
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